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概要

移動通信技術は、高速化大容量化のみならず、
ユビキタス化への対応を進めようとしている。そ
こでは、実世界のあらゆるモノとの通信を可能に
するという側面に加えて、実世界におけるユーザ
の活動を支援するサービスを提供するという側
面がある。本講演では、移動通信の発展の概要
を述べた後に、ITSを始めとする実世界を指向し
たサービスを提供する基盤としてのモバイルネッ
トワークの実現を目指した研究の取り組みを紹
介する。
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移動通信システムの発展
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サービス発展の方向性
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ネットワーク発展の方向性
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Mark Weiserの定義

あらゆる機器のコンピュータ化NW化
一人一台の計算機から，一人複数の
計算機へ

たくさんの計算機

実世界 (Physical Environment)
見えない (Invisible)

“Ubiquitous computing is the method of enhancing computer use by making 
many computers available throughout the physical environment, but making 
them effectively invisible to the user.”

ポイント

http://www.ubiq.com/hypertext/weiser/より引用

Ubiquitous computingについての
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ユビキタス；技術的実現性
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ユビキタスの分類
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ネットワークプロトコル

端末デバイス・コンピューティング技術

ユーザや環境からの状況情報（コンテキスト）
にもとづくサービス： 実世界に分散した
膨大な量のコンピューティング

シチュエーションにあった適切なデバイス
とネットワークでサービスを継目なく提供
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Ubiquitous Extension from
Mobile Networks

モバイルからユビキタスへ
－モバイルキャリアによる着実な一歩として－

モバイル（セルラー）端末では到達できなかった領域へのネットワーク拡大
ユビキタスデバイス（埋め込み微小デバイス、情報家電等）によるアドホック的

ネットワーキングによる到達性の拡大 （Osmotic Networking)

Mobile Network
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ユビキタスネットワーキングへの取り組み

モバイルネットワーク
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環境情報の収集とフィ

ルタリングを行う

Home NW
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のコントローラになる

個人情報の集約と持ち歩き

携帯電話をハブとして、環境中のデバイスと
連携してサービスを提供
・プロトコルとデータの変換
・ユビキタスデバイスの制御と連携

実世界指向ユビキタス
サービス

プラットフォーム

実世界の情報を解釈してコンテキストへ変換

コンテキストを利用した付加価値をネットワークで提供
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実世界で役に立つサービスのために

モバイルユーザの行動に基づくセマンティッ
クスを取り扱う

サービスのセマンティックスは、ユーザの実
世界での行動への影響・効果

ユーザの行動 サービスの効果

関連付け
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サービスプラットフォームとサービスプロバイダー

実世界で役立つサービスを実現するための課題
サービスプラットフォームの構成要素

コンテキスト獲得 ⇒ 行動の把握

実世界モデリング ⇒ ユーザ行動モデル＋サービスとの関連付け

行動とサービス
との関連付け

サービスの効果記述

サービス

ユーザの行動モデル

サービスの効果記述

サービス

サービスの効果記述

サービス

サービスの効果記述

サービス

サービスプラットフォーム サービス提供者

行動の把握

ユーザ
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コンテキスト獲得技術

位置測位技術

GPS付き携帯電話機

屋内測位技術
RFID
W－LAN
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実世界指向のサービス仲介

サービス（コンテンツ／アプリ）とユーザの実世界活動を仲介
実世界のユーザ活動情報をモデル化してネットワーク＆実世界
上のサービスと関連付けて管理することで、ユーザの実世界活
動を支援するサービスの「検索」や「推薦」を実現する技術

～要素技術～
• ユーザ活動モデル化技術（※タスク知識ベース）
• ユーザ活動とサービスの関連性管理技術（※コンテンツ管理データベース）
• ユーザ要求入力支援技術
• コンテキストを用いたユーザ行動推定（絞込み）技術
• コンテキストを用いたサービスフィルタリング技術
• サービスの実行（タイミング・合成）制御技術
• ユーザ状態を考慮したPush情報提示技術
• ダイナミックコミュニティ形成利用技術
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タスクモデルと環境モデル

実世界を計算機で取り扱うために、実世界のモデルを計算
機向けの言語で表現

タスクモデル:＝実世界におけるユーザの活動の意味を明示的に記述したモデ
ル

環境モデル：＝実世界に存在する物や場所の意味を明示的に記述したモデル

ユーザモデル：＝ユーザの好みやサービス利用履歴に加えて、実世界におけ
るユーザの場所や動作などの意味を明示的に記述したモデル

サービスレポジトリー：＝ サービスの作用が実世界に対して持つ意味を明示
的に記述したサービスのデータベース
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Thank you for your attention!


